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おうちの
　　はじめよう

・・・

「灯油」のお申込は
「電力」、「プロパンガス」のお申込は

でんき代理店

第633号 令和５年9月15日

滑川商工会議所 職員採用募集要項

募集職種

事務系総合職
商工会議所法に基づく地域総合経済団体として、地域商工業を営む中小企業、小規模
事業者のサポートを通じ、地域の発展を目的としています。
中小企業、小規模事業者に対する経営支援・経営指導のほか、地域振興やまちづくり
に対する提言・支援、会員向け各種サービスなどの事業の実施、並びに総務・会計・
会員管理・広報などの事務系総合職に従事していただきます。

募集対象
大学以上卒業予定者または既卒者（履修学部は問いません）
※長期勤続によるキャリア形成のため、若年者等（３５歳以下、平成元年３月末ま
でに生まれた方）を対象とします。

雇用形態・期間 正社員（１名程度） 雇用期間の定めはありません

勤務地 滑川市（当所所在地のみで転勤なし）※マイカー通勤可

資格 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

初任給 【新卒採用】185,200 円～（令和５年４月現在）
【既卒採用】職務経験、資格、年齢等を考慮し決定します。

昇給 年１回

賞与 年２回（期末手当として）

諸手当 通勤手当、超過勤務手当、住居手当、扶養手当、役職手当

勤務時間 平日 ８：３０～１７：１５（昼休憩 １２：００～１３：００）

休日休暇
土・日曜日、祝日
8月１５日・１６日、１２月２９日～１月３日
※イベント、各種行事に従事のため土日出勤の場合あり

福利厚生 社会保険、労災保険、雇用保険、退職金制度（３年以上勤務～）

採用予定日 令和６年４月１日

応募書類

・履歴書
・卒業見込証明書または卒業証明書
・成績証明書（卒業後３年以上経過している方は不要）
・職務経歴書（既卒者）

応募方法 １０月３１日（火）までに応募書類を下記送付先まで郵送又は持参ください。
※応募を希望される方はハローワークからの「紹介状」の交付を受けてください。

選考方法 １次選考：書類審査
２次選考：筆記試験（一般常識）、面接

送付先
お問い合わせ先

滑川商工会議所 総務係（担当者：長瀬）
〒936-0057 富山県滑川市田中町１３２
TEL：076-475-0321 FAX：076-476-9100
E-Mail：namerika@ccis-toyama.or.jp
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お問い合わせは 
　滑川商工会議所 までお願いします。
　　TEL：076-475-0321　FAX：076-476-9100
　　E-Mail：namerika@ccis-toyama.or.jp

キラリンプレミアム応援券
取扱店のみなさまへ

　キラリンプレミアム応援券の使用期限及び
換金受付期限は下記の通りです。
　店舗に換金されていない商品券はありませ
んか？最終の受付期限を過ぎると換金ができ
なくなりますので、忘れずに換金の手続きを
お願します。

令和５年10月１日㈰

令和５年10月５日㈭

使 用 期 限

換金最終受付

第33回なめりかわを愛する 

 
「え、相続登記が義務化!?
　～なぜ?なに?を司法書士の
体験談を交えながらお話します～」

講　師　　堀 内  舞 司法書士

日　時　　１０月１６日（月）
　　　　　　　　　　１４：００～
場　所　　滑川市民交流プラザ　３階
主　催　　滑川商工会議所女性会

 
 

入場は無料です 

三
市
商
工
会
議
所
連
名
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
緊
急
要
望
を
実
施

い
て
は
、経
営
の
効
率
化
や
販
売
価

格
へ
の
価
格
転
嫁
対
策
に
取
組
み
、

経
営
の
継
続
化
に
日
々
奮
闘
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
も
原
油
価
格
の
上
昇
が
続

い
て
お
り
、特
に
電
気
料
金
の
値
上

げ
は
企
業
の
収
益
悪
化
の
大
き
な

原
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
コ

ロ
ナ
関
連
の
特
別
融
資
の
返
済
も

始
ま
っ
て
お
り
、収
益
確
保
の
更
な

る
販
売
価
格
の
値
上
げ
は
難
し
く

今
後
益
々
厳
し
い
経
済
情
勢
が
続

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、従
業
員
の
確
保
難（
労
働

環
境
の
整
備
、賃
金
ア
ッ
プ
、社
会

保
障
費
負
担
の
増
大
や
年
収
の
壁

問
題
等
の
対
策
）、Ｄ
Ｘ
化
の
推

進
、消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、電

子
帳
簿
へ
の
対
応
等
多
く
の
課
題

が
取
り
巻
く
環
境
下
に
あ
り
ま
す
。

　
国
・
県
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、中

小
・
小
規
模
企
業
の
現
状
を
ご
理

解
頂
き
、流
通
コ
ス
ト
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
が
正
常
化
す
る
ま
で
の

期
間
、エ
ネ
ル
ギ
ー
料
金（
電
気
、ガ

ス
等
）へ
の
補
助
金
の
支
給
、物
価

上
昇
に
伴
う
販
売
価
格
の
適
正
化

に
伴
う
法
令
の
整
備
や
人
材
確
保

策
の
推
進
等
、健
全
な
経
営
が
維

持
で
き
る
よ
う
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
９
月
４
日
と
11
日
の
両
日
、魚

津
・
滑
川
・
黒
部
の
各
商
工
会
議
所

で
は
、高
騰
が
続
く
原
材
料
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
へ
の
早
急
な
対
応
と

賃
金
上
昇
や
年
収
の
壁
問
題
に
起

因
す
る
従
業
員
の
確
保
難
へ
の
対

応
に
つ
い
て
、衆
議
院
議
員
上
田
英

俊
事
務
所
、参
議
院
議
員
野
上
浩

太
郎
事
務
所
、参
議
院
議
員
堂
故

茂
事
務
所
及
び
自
由
民
主
党
富
山

県
連
政
務
調
査
会
あ
て
に
三
市
商

工
会
議
所
連
名
に
よ
る
緊
急
要
望

を
行
い
ま
し
た
。

　
|
経
済
環
境
の
変
化
に
伴
う
経

済
対
策
に
つ
い
て
の
要
望
事
項
|

【
原
材
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高

騰
・
人
材
確
保
に
対
す
る
経
済
対

策
に
つ
い
て
】

　
２
０
２
３
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染
症
法
上

５
類
に
位
置
づ
け
ら
れ
、４
年
ぶ
り

に
経
済
に
活
力
が
戻
り
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、日
本

経
済
は
好
景
気
へ
の
転
換
が
期
待

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、２
０
２
２
年
２
月
に
始

ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

が
、原
材
料
等
の
高
騰
を
招
き
仕

入
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上

昇
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
に
お

※10月16日に口座へ振り込みます。
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滑川市のゴミ出しメール配信サービス！

令
和
５
年
度
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9⑶
　
そ
の
他
、
特
に
他
の
模
範
と

す
る
に
足
る
行
い
の
あ
っ
た
人

◎
表
彰
を
決
定
し
た
場
合
、
決
定

通
知
を
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
推
薦
人
員
に
つ
い
て
は
、
次
表

の
従
業
員
規
模
に
よ
る
表
彰
人
数

に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
本
商
工
会
議
所
で
は
、
会
議
所

会
員
の
模
範
従
業
員
の
功
績
を
た

た
え
る
と
と
も
に
、
他
の
従
業
員

の
模
範
と
し
、
本
市
の
産
業
振
興

に
資
す
る
た
め
、
模
範
商
工
従
業

員
表
彰
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
　
　
時
　
11
月
13
日
㈪

　
　
　
　
　
　  

午
後
1
時
30
分

推
薦
期
限 

推
薦
書
を
9
月
29
日

　
　
　
　
　
ま
で
に
会
議
所
へ

※

推
薦
書
用
紙
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
る
か
、

会
議
所
事
務
局
に
用
意
し
て
あ
る

も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
表
彰
の
基
準
◆

　
当
商
工
会
議
所
会
員
の
従
業
員

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
、
そ
の
事
業
主
か
ら
の
推

薦
に
基
づ
き
、
当
会
議
所
表
彰
審

査
会
で
決
定
し
ま
す
。

⑴
　
同
一
事
業
所
で
継
続
満
10
年

以
上
誠
実
に
勤
務
し
た
人

⑵
　
事
業
所
の
業
績
を
挙
げ
る
の

に
特
に
貢
献
し
た
人

　
滑
川
市
の
中
小
企
業
に
勤
務
す
る
優
良
従
業
員
の
功
績
を
た
た
え
る
と
と

も
に
、
従
業
員
の
勤
労
意
欲
の
増
進
と
企
業
への
定
着
意
識
の
向
上
を
図
り
、

も
っ
て
中
小
企
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、表
彰
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
表
彰
式
は
滑
川
商
工
会
議
所
主
催
に
よ
る
模
範
商
工
従
業
員
表
彰

と
合
同
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

9
月
22
日
ま
で
に
、
滑
川
商
工
会
議
所
会
頭
宛
に
内

申
く
だ
さ
い
。

※
推
薦
書
用
紙
は
滑
川
市
ホ
ー
ム
ペー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

〝
滑
川
市
表
彰
の
基
準
〞に
基
づ
き
、
所
属
団
体
長
の

内
申
に
よ
り
滑
川
商
工
会
議
所
が
推
薦
し
た
人
よ
り

選
考
。

同
一
企
業
に
20
年
以
上
勤
務
し
、
そ
の
成
績
が
他
の
模

範
と
な
る
人（
事
務
系
職
員
は
除
く
も
の
と
す
る
）

提
出
期
限

被
表
彰
の

選
　
　
考

推
薦
基
準

詳
細
に
つ
い
て
は
、市
役
所 

商
工
企
画
課  

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

４
７
５
‐
１
４
３
１
ま
で

Ｉ
Ｔ
活
用
相
談
会

○
日
時　

10
月
４
日 

㈬

　
　
　
　

午
後
１
時 

〜
午
後
４
時

○
相
談
員　

新　

田　

謙　

一

　
　
　
　
（
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

法
律
相
談
会

○
日
時　

10
月
５
日 

㈭

　
　
　
　

午
後
１
時 

〜
午
後
３
時

○
相
談
員

　

滑
川
ふ
た
ば
法
律
事
務
所

　

  

弁
護
士　

松　

尾　

政　

治

よ
ろ
ず
経
営
相
談
会

○
日
時　

10
月
18
日 

㈬

　
　
　
　

午
後
１
時 

〜
午
後
５
時

富
山
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
室

○
日
時　

10
月
20
日 

㈮

　
　
　
　

午
後
１
時 

3０
分
〜
午
後
４
時

※

相
談
料
は
す
べ
て
「
無
料
」
で
す
。

※

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

※

時
間
調
整
の
為
、「
事
前
申
込
」
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

申
込
、
そ
の
他
お
問
い
合
わ
せ
は

 
滑
川
商
工
会
議
所
ま
で

　

         
Ｔ
Ｅ
Ｌ  

４
７
５―

０
３
２
１

各
種
相
談
会
の
ご
案
内
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「
よ
さ
こ
い
祭
り
か
ら
感
じ
た

　
　
　

地
域
イ
ベ
ン
ト
の
未
来
像
」

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
祭
り
に
は
、

運
営
サ
イ
ド
と
参
加
者
（
よ
さ
こ
い
祭

り
で
は
踊
り
子
）、
観
覧
客
と
三
つ
の

タ
イ
プ
の
人
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

３
方
向
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
人
口
減
少

や
そ
れ
に
伴
う
地
域
経
済
の
縮
小
な

ど
の
問
題
が
影
響
し
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
地
方
の
祭
り
は
、
か
つ
て
の
隆
盛

を
誇
っ
た
時
代
の
規
模
や
や
り
方
を
維

持
し
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　
対
応
策
の
一つ
と
し
て
、
全
国
各
地

の
祭
り
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

Ｉ
Ｔ
や
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
借
り
て
、
効

率
的
な
運
営
や
来
訪
者
に
対
す
る
新

た
な
価
値
を
伝
え
る
と
い
っ
た
試
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
祭
り
の
Ｄ

Ｘ
化
で
す
。
例
え
ば
来
訪
者
に
は
ス
マ

ホ
の
ア
プ
リ
を
通
じ
て
、
見
ど
こ
ろ
や

ラ
イ
ブ
動
画
を
提
供
す
る
、
従
来
は
紙

と
郵
送
ベー
ス
だ
っ
た
参
加
者
の
登
録

や
そ
れ
に
対
す
る
情
報
共
有
を
デ
ジ
タ

ル
化
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。
青
森
の
ね

ぶ
た
祭
で
は
、
極
彩
色
で
つ
く
ら
れ
る

ね
ぶ
た
の
デ
ザ
イ
ン
を
一つ
の
作
品
と
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
ア
ー
ト

作
品
と
し
て
販
売
し
た
り
、
信
州
の

御
柱
（
お
ん
ば
し
ら
）
祭
で
は
有
料
の

ラ
イ
ブ
配
信
が
実
施
さ
れ
た
り
し
て
い

ま
す
。

　
伝
統
の
継
承
の
面
で
は
、
過
去
の

祭
り
を
記
録
し
た
映
像
や
古
い
写
真

な
ど
を
集
め
て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

を
つ
く
り
、
後
世
に
伝
え
る
活
動
を
し

て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
利
用
し

て
、
地
域
の
人
た
ち
に
よ
る
効
率
的
な

運
用
を
追
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
い
か

に
地
域
の
外
に
あ
る
ヒ
ト
、モ
ノ
、カ
ネ
、

情
報
を
地
域
に
取
り
込
む
か
。
持
続

可
能
な
収
益
モ
デ
ル
を
ど
う
つ
く
る
か
。

祭
り
と
い
う
地
域
文
化
に
根
差
し
た

公
共
性
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

地
域
外
と
の
関
係
を
構
築
し
持
続
で

き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
８
月
９
日
か
ら
12
日
に
高
知
で
開

か
れ
た
第
70
回
よ
さ
こ
い
祭
り
を
訪
ね

て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

４
年
ぶ
り
の
本
格
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
１
５
７
チ
ー
ム
、
１
万
４
０
０

０
人
が
踊
り
、
観
光
客
も
多
く
詰
め

か
け
て
、
ま
ち
中
に
「
よ
っ
ち
ょ
れ
！

よ
っ
ち
ょ
れ
！
」
の
掛
け
声
と
よ
さ
こ

い
節
の
音
楽
が
響
き
、
大
変
な
盛
り

上
が
り
で
し
た
。

　
国
内
の
み
な
ら
ず
、
海
外
か
ら
の
観

光
客
も
多
く
、ホ
テ
ル
は
ど
こ
も
満
室
。

私
も
予
約
が
取
れ
ず
、
友
人
宅
に
泊

め
て
も
ら
っ
た
ほ
ど
の
混
み
具
合
で
し

た
。
こ
う
し
た
祭
り
は
地
域
に
活
気

や
、経
済
的
な
潤
い
を
も
た
ら
す
ほ
か
、

地
域
の
人
々
の
誇
り
や
プ
ラ
イ
ド
を
育

て
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
３
年
間
の
空
白
は
、
地
方

の
祭
り
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
明
瞭
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
た
と

も
感
じ
ま
し
た
。
人
口
減
少
に
よ
る

担
い
手
不
足
や
高
齢
化
、
資
材
な
ど

の
高
騰
に
よ
る
運
営
サ
イ
ド
の
財
政
面

の
負
担
増
で
す
。
開
催
間
隔
が
空
い
た

こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
が
入
れ
替
わ
る
大

学
生
チ
ー
ム
で
は
、
祭
り
に
関
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
が
う
ま
く
後
継
世
代
に
伝
承
さ

れ
な
い
と
い
っ
た
問
題
も
あ
り
ま
し

た
。

　
地
元
メ
ディ
ア
が
さ
ま
ざ
ま
に
報
じ

て
い
た
課
題
の
中
に
は
、
４
年
ぶ
り
の

開
催
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
意
気
込
む

地
元
と
、
久
し
ぶ
り
の
参
加
で
メ
ン
バ

ー
集
め
に
苦
労
す
る
県
外
か
ら
の
チ
ー

ム
の
間
に
、
規
模
や
準
備
の
面
で
温
度

差
が
生
じ
て
い
た
と
い
う
問
題
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　
高
知
の
よ
さ
こ
い
祭
り
に
限
ら
ず
、

地
方
の
祭
り
は
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所

  
上
席
研
究
員　

渡
辺　

和
博

令和５年9月１５日 第633号

寿し・寿し弁当

　

令
和
５
年
度
の
後
期
技
能
検
定
は
、

次
の
職
種
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
が
日
頃
技
能
の
練
磨
に
努
力
さ
れ

た
結
果
を
測
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
あ

な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
検
定
職
種

〈
特
級
〉

鋳
造
、
金
属
熱
処
理
、
機
械
加
工
、
非

接
触
除
去
加
工
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
、

工
場
板
金
、
め
っ
き
、
仕
上
げ
、
機
械

検
査
、ダ
イ
カ
ス
ト
、電
子
機
器
組
立
て
、

電
気
機
器
組
立
て
、半
導
体
製
品
製
造
、

空
気
圧
装
置
組
立
て
、油
圧
装
置
調
整
、

建
設
機
械
整
備
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
、

パン
製
造
。

〈
１
級･

２
級･

単
一
等
級
〉

さ
く
井
、
金
属
溶
解
、
工
場
板
金
、
機

械
検
査
、
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
、
半
導
体

製
品
製
造
、
空
気
圧
装
置
組
立
て
、
油

圧
装
置
調
整
、
農
業
機
械
整
備
、
冷

凍
空
気
調
和
機
器
施
工
、
婦
人
子
供
服

製
造
、
和
裁
、
帆
布
製
品
製
造
、
紙
器
・

段
ボ
ー
ル
箱
製
造
、
プ
リ
プ
レ
ス
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
成
形
、
石
材
施
工
、
パン
製
造
、

水
産
練
り
製
品
製
造
、
建
築
大
工
、
か

わ
ら
ぶ
き
、
配
管
、
型
枠
施
工
、
鉄
筋

施
工
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
施
工
、
防
水

施
工
、
樹
脂
接
着
剤
注
入
施
工
、
カ
ー

テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
施
工
、
自
動
ド
ア
施
工
、

ガ
ラ
ス
施
工
、
バ
ル
コニ
ー
施
工
、
機
械
・

プ
ラ
ン
ト
製
図
、
電
気
製
図
、
金
属
材

料
試
験
、
塗
装
。

〈
３
級
〉

造
園
、
機
械
加
工
、
機
械
検
査
、
電
子

機
器
組
立
て
、
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
、
内

燃
機
関
組
立
て
、家
具
製
作
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
成
形
、
建
築
大
工
、
か
わ
ら
ぶ
き
、

配
管
、
型
枠
施
工
、
機
械
・
プ
ラ
ン
ト

製
図
。

◎
受
験
申
請
書
の
受
付

令
和
5
年
10
月
2
日
㈪

　
　
　
　
　

〜
10
月
13
日
㈮
ま
で

※
受
付
は
郵
送
の
み
と
な
り
ま
す
。

◎
受
験
申
請
書
の
提
出
先

富
山
市
安
住
町
７―

１８

安
住
町
第
一生
命
ビ
ル
２
階

 

富
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会

※

申
請
用
紙
は
滑
川
商
工
会
議
所
窓
口

に
あ
り
ま
す
。

※

令
和
４
年
度
前
期
よ
り
、
実
技
受
験

手
数
料
の
減
額
対
象
が
変
更
さ
れ
て
い

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　

お
問
い
合
わ
せ
は

　

富
山
県
労
働
政
策
課

　
　
　
　
　
　

℡
４
４
４―

３
２
６
０

　

富
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　
　
　
　
　

℡
４
３
２―

９
８
８
７
へ

令
和
５
年
度

後
期
技
能
検
定
の
お
知
ら
せ

営業時間　10：00～18：30　　定休日　毎週火曜日・第一、三日曜日
ホームページ  http://www.tours-j.co.jp　E-mail:tours-j@titan.ocn.ne.jp

滑川市上小泉 2948－1

キラリン・ピッカプレミアム応援券ご利用できます！ ※令和5年10月1日㈰まで

この最低賃金は、年齢や雇用形態
（パート・アルバイト等）にかかわ
らず、富山県内の事業場で働く全
ての労働者に適用されます。

地域別最低賃金と特定最低賃金の
両方が適用される場合、使用者は
高い方の最低賃金額以上の賃金を
支払わなければなりません。

富山県最低賃金が
　　　　 改定されます

時間額  ９4８円
（現行比：＋40円）

発効日：令和5年１０月１日㈰
○

　

○

最低賃金引上げにかかる支援策とし
て、「業務改善助成金」、「富山県賃上
げサポート補助金」制度が設けられ
ています。

※詳しいことは、富山労働局賃金室
(432-2735)、雇用環境・均等室
(432-2740)、富山県人材活躍推
進センター(411-9150)までお尋ね
ください。



（6）

求
め
ら
れ
る
画
像
処
理
、
さ
ら
に
Ａ
Ｉ
に
焦
点
を
当
て

た
の
が
当
サ
ー
ビ
ス
で
す
」

　
田
中
社
長
は「
ピ
ン
と
来
た
こ
と
は
試
す
」を
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
お
り
、
挑
戦
す
る
風
土
を
大
切
に
す
る
。
そ
し
て
、

「
経
営
課
題
の
解
決
に
は
、
人
の
マ
イ
ン
ド
イ
ノ
ベー
シ
ョ

ン
が
必
要
」
と
言
う
。
働
く
人
自
身
が
革
新
的
な
思
考

を
持
ち
、
行
動
に
移
せ
る
こ
と
が
会
社
を
強
く
す
る
の

で
あ
る
。

　
今
回
の
新
事
業
で
は
、
顧
客
は
同
業
者
で
あ
り
業
務

の
事
情
を
熟
知
し
て
い
る
の
で
「
あ
っ
た
ら
便
利
な
サ
ー

ビ
ス
」
を
発
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、Ｉ
Ｔ
、
と

く
に
Ａ
Ｉ
と
な
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
延
長
に
は
な

く
、
開
発
に
あ
た
っ
て
Ｉ
Ｔ
に
強
い
人
材
が
必
要
だ
。
こ

の
点
は
ど
の
よ
う
に
進
め
た
の
か
。

　
同
社
の
場
合
は
、
電
気
、
画
像
処
理
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
先
端
技
術
分
野
を
意
識
的
に
経
験
し
て
い
た
津
田

貴
史
氏
を
採
用
で
き
た
こ
と
、
産
学
連
携
、
さ
ら
に
Ｉ

Ｔ
人
材
を
広
く
海
外
に
も
求
め
、
タ
イ
で
開
発
者
を
獲

得
で
き
た
こ
と
が
大
き
かっ
た
。

　
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
サ
ー
ビ
スコ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
、
事
業

部
長
で
あ
る
津
田
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｖ
Ｉ
は
中
小
企
業
が
無
理
な
く
Ａ
Ｉ
を
使
え

る
月
額
利
用
料
金
設
定
や
使
い
勝
手
を
目
指
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
型
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
で

も
動
き
ま
す
。
既
存
の
設
備
を
使
っ
て
、
不
良
品
の
検

出
な
ど
に
簡
単
に
Ａ
Ｉ
を
導
入
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
」

　
操
作
性
に
は
特
に
注
力
し
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
手
軽
に
ト
ラ
イ
で
き
る
の
で
、「
Ａ
Ｉ
を
使
う
と
何
が

で
き
る
の
か
」
を
体
感
し
や
す
い。Ａ
Ｉ
が
学
習
を
終
え
、

現
場
に
導
入
す
る
際
は
、
エ
ッ
ジ
Ｐ
Ｃ（
通
信
せ
ず
に
使

用
で
き
る
Ｐ
Ｃ
）
と
カ
メ
ラ
等
を
設
置
す
れ
ば
、
ネ
ッ
ト

接
続
な
し
で
使
用
で
き
る
。

　「
検
査
や
カ
ウ
ン
ト
な
ど
人
の
眼
に
当
た
る
部
分
の
仕

事
を
代
替
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
新
入
社
員
が
熟
練
工
の
技

を
学
ぶ
と
き
に
も
使
え
る
で
し
ょ
う
」
と
田
中
社
長
は

指
摘
す
る
。

　
経
営
者
の
イ
ノ
ベー
シ
ョン
マ
イ
ン
ド
、
広
く
連
携
し
て

吸
収
す
る
姿
勢
、
多
様
な
分
野
を
統
合
し
て
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
を
形
に
す
る
人
材
の
活
躍
が
、
中
小
企
業
に
よ
る

中
小
企
業
の
た
め
の
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
た
。
既

存
事
業
の
周
り
に
は
、
新
規
事
業
の
種
が
た
く
さ
ん
隠

れ
て
い
る
に
違
い
な
い。

【
事
例
か
ら
ヨ
ミ
ト
ル
】

・・・

　
本
連
載
で
は
、Ｉ
Ｔ
経
営
マ
ガ
ジ
ン
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ

Ｓ
Ｓ
」
に
掲
載
し
た
全
国
の
Ｉ
Ｔ
活
用
事
例
を
も
と

に
、
中
小
企
業
の
経
営
に
お
い
て
、Ｉ
Ｔ
が
ど
の
よ
う

に
役
立
つ
か
を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　
事
業
分
野
は
技
術
の
進
歩
や
市
場
環
境
に
よ
っ
て

縮
小
の
方
向
に
進
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。
新
し
い
事

業
へ
の
挑
戦
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
ま
っ
た
く
土
地
勘

が
な
い
分
野
よ
り
も
、
こ
れ
ま
で
取
引
が
あ
っ
た
お
客

様
や
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
り
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

や
製
品
を
開
発
す
る
の
も
一つ
の
方
法
で
す
。
福
岡
県

北
九
州
市
の
リ
ョ
ー
ワ
は
、
製
造
業
の
課
題
を
解
決

す
る
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

な
ぜ
、
思
い
切
っ
た
挑
戦
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
Ｉ
Ｔ
経
営
マ
ガ
ジ
ン
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」
２
０
２

２
年
夏
号
か
ら
転
載
し
ま
す
（
記
載
内
容
は
掲
載
時

点
の
も
の
で
す
）。

〈
会
社
概
要
〉

株
式
会
社
リ
ョ
ー
ワ

　
　
﹇
Ｒ
|
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ 

開
発
セ
ン
タ
ー
﹈

　
福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区

　
　
　
浅
野
１
丁
目
１
|
１  

ビ
エ
ラ
小
倉
１
Ｆ

　
設
立
：
１
９
６
８
年

　
従
業
員
数
：
25
人

　
事
業
内
容
：
油
圧
装
置
関
連
事
業
、
外
観
検
査
シ

　
　
　
　
　
　 

ス
テ
ム
設
計
・
製
造
・
販
売
等

　
Ｕ
Ｒ
Ｌ：https://e-ryow

a.com
/

　
油
圧
装
置
の
工
事
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
プ
ロ
で
あ
る
福

岡
県
北
九
州
市
の
リ
ョー
ワ
か
ら
取
材
場
所
と
し
て
案
内

さ
れ
た
の
は
、「
製
造
業
だ
か
ら
工
場
」
で
は
な
く
、Ｊ

Ｒ
小
倉
駅
直
結
の
５
Ｇ
対
応
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
スペー
ス
内

オ
フィ
ス
だ
っ
た
。
来
訪
者
を
招
き
や
す
く
、
ま
た
、
他

の
企
業
と
も
交
流
が
で
き
る
新
し
い
働
き
方
を
実
現
で

き
る
施
設
で
あ
る
。

　
２
０
２
２
年
５
月
、
同
社
は
、
中
小
企
業
が
活
用
し

や
す
い
ク
ラ
ウ
ド
型
の
Ａ
Ｉ
外
観
検
査
シ
ス
テ
ム
「
Ｃ
Ｌ

Ａ
Ｖ
Ｉ
ア
ド
ヴ
ァ
ン
ス
」
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
し
た
。

中
小
製
造
業
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
不
良
品
検
出
、
部

材
の
カ
ウ
ン
ト
な
ど
の
作
業
を
Ａ
Ｉ
が
学
習
し
、
代
行

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。Ｉ
Ｔ
領
域
に
事
業
を
広
げ

た
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
代
表
取
締
役
の
田
中
裕
弓
氏
は
、
次
の
よ
う
に
説
明

す
る
。

　「
油
圧
事
業
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
で
す
が
、
電
気

に
置
き
換
わ
り
縮
小
す
る
の
は
自
明
で
す
。
当
社
で
は
、

新
事
業
への
挑
戦
を
心
が
け
て
お
り
、
製
造
業
の
現
場
に

「
顧
客
の
課
題
を
先
取
り
し
、

　
　
　
　

新
規
事
業
に
挑
戦
す
る
」

Ｉ
Ｔ
経
営
マ
ガ
ジ
ン「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」

　
　
　
　

  

編
集
長 　

 

石
原　

由
美
子

　日本経済は２０２３年４－６月期の実質国内総生産（ＧＤＰ）が前期比年率６.
０％増加した［注１］。市場予想を大きく上回り、これによって３四半期連続のプ
ラス成長となった。同時にＧＤＰの実額は過去最高値を更新することとなった。大
和総研のエコノミスト［注２］は、その主因として「自動車輸出やインバウンド（訪
日外客）消費が増加した一方で輸入が減少し、純輸出（外需）が大幅に増加した
こと」を挙げている。ただし、「民需は２四半期ぶりに減少しており、ＧＤＰ成長率
が示すほど内容は良くない」とし、今後については「海外経済の悪化による輸出
の下振れリスクなどには引き続き警戒が必要だ」としている。
　その海外経済、大きく言えば世界経済については、７月にＩＭＦ（国際通貨基
金）のエコノミスト［注３］は、「課題が残る中、経済成長は短期的には底堅さを
示している」としている。「底堅さ」の理由として、１）サプライチェーンの混乱が収
まってパンデミック前の水準まで回復したこと、２）労働市場が予想以上の堅調さ
を維持したこと、３）ウクライナ戦争に起因するエネルギー・食料品価格の上昇が
ピークを越えて急低下して世界的なインフレ圧力が予想よりも早く緩和したこと、
４）３月に発生した米国とスイスの銀行部門の不安定さが現時点では抑制されて
いることを挙げている。この結果、ＩＭＦの標準シナリオの世界経済の成長率の
予測（７月時点）では、23年については４月時点の予測から０.２％ポイント上方改
定し、３.０％とした。ただし、22年の３.５％（推計値）から鈍化している。また、24
年も同じく３.０％となる見込みとしている。世界のインフレ率では、22年の８.７％
から、23年は４月の予測から０.２％ポイント上方改定して６.８％としている。さら
に24年には５.２％まで低下すると予測されている。しかし、先に挙げたＩＭＦのエ
コノミストは「バランスは依然として下振れ方向に傾いている」とし、前述した四つ
の「底堅さの理由」が下振れの要因になることを懸念していると考えられる。
　１）については、経済安全保障問題などにおける米中の対立、それによる世界
の地域経済ごとのブロック化など、サプライチェーンを構造的に混乱させるリスク
がある。２）と３）については、各国中央銀行のインフレとの闘いが依然終わって
いない中で、賃金の上昇が物価の上昇に追い付いていない国が日本を含め多く存
在することが挙げられる。４）については、米国の格付会社のフィッチ・レーティン
グスが米国の主要銀行の格下げを検討しているなど、銀行の経営環境の厳しさが
顕在化し、ここ数カ月回復傾向を示してきた銀行の非金融部門向けの貸し出しが

鈍化し、金利負担の上昇も伴い、米国の企業・家計の経済活動にマイナスになる
ことなどが挙げられる。加えて、中国景気の先行きの懸念が高まっている。大和総
研の副理事長である熊谷亮丸氏は、中国の「ＧＤＰが１％下がった場合、世界の成
長率は０.４％、日本は０.３％下押しされる」［注４］としている。これらを踏まえる
と、現状では、短期的なシナリオとして、景気悪化と景気回復の両方があると考え
られよう。
　世界経済の下振れ、上振れへの日本経済の「耐久性（レジリエンス）」を高める
ためには、中長期的には、２）の労働市場の動向は非常に重要であろう。日本の上
場企業はここ数年、物価が上昇してきていた中で、製造業では円安や半導体供給
の改善などを理由に、非製造業では値上げやコロナ禍からの経済の本格的な再
開の恩恵を受けてきたことで利益率が高まっており、賃金上昇を吸収する余地が
拡大していると想定される。前述のように23年の経済成長率が22年より減速して
も、労働市場が堅調に推移していく可能性は低くない。むろん、景気悪化の場合
は、企業の利益水準が最高益を更新していても、企業が現状よりも雇用を縮小す
るリスクがある。その半面、景気回復の場合、短期的には雇用が回復しても、産出
量がわずかしか増加しなければ、労働生産性は低下する。23年の春闘では明確
な賃上げが行われたが、今後も持続的な賃上げをするためには、労働生産性を構
造的に改善していくことが不可欠である。それらの企業の努力の積み重ねによっ
て、日本経済の中長期的な世界経済の下振れ、上振れへの耐久性を高めることと
なろう。言い尽くされてはいるが、結局は労働生産性の改善が政策の最優先事項
であることに変わりはない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８月18日執筆）

［注１］内閣府が８月15日に発表した４－６月期の国内総生産（ＧＤＰ）速報値。
［注２］神田 慶司、田村 統久「２０２３年４－６月期ＧＤＰ（１次速報）」大和総研レ
ポート、２０２３年８月15日
［注３］ピエール・オリヴィエ・グランシャ（ＩＭＦの経済顧問兼調査局長）「世界経済
は軌道に乗っているものの、安心するのは時期尚早　～課題が残る中、経済成長は短
期的には底堅さを示している～」２０２３年７月25日、ＩＭＦ、ht tps://ww-
w . i m f . o r g / j a / B l o g s /A r t i c l e s / 2 02 3 / 07/ 2 5 /g l o b a l - e c o n o -
my-on-track-but-not-yet-out-of-the-woods
［注４］日本経済新聞「世界景気、中国変調が影　日本は４～６月に６.０％成長」２
０２３年８月15日

「日本経済の中長期の
　　　耐久性に必要なもの」

株式会社大和総研　金融調査部 主席研究員 内野 逸勢

業
界
の
将
来
を
予
測
し
て
、
新
規
事
業
に
取
り
組
む

余
力
を
作
り
だ
し
ま
し
ょ
う
。

既
存
顧
客
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
も
新
規
事
業
と
し
て
有
力
で
す
。

ユ
ー
ザ
ー
の
事
情
を
よ
く
知
る
立
場
を
活
か
し
、Ｉ
Ｔ

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
踏
み
込
む
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ

の
場
合
、
信
頼
で
き
る
Ｉ
Ｔ
人
材
の
獲
得
が
カ
ギ
に
な

る
で
し
ょ
う
。

住まい、オフィスのトータルクリーニング
●ビルメンテナンス・ハウスクリーニング
●防水、止水、コーキング工事
●白あり防除施工・墓石清掃

滑川市野尻157－1

（株）西元サンクリーン

令和５年9月１５日第633号
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ＷＥＢ完結ローン 
カーライフローン・教育ローン・フリーローン・カードローン

来店不要！パソコン・スマートフォンでお申込み

も～っと、しんきん感 

滑川営業部 TEL475-3121 

申し込みは 
こちらから 

第633号令和５年9月１５日

～この仲間たちは
　　　最高だ！！～

令和５年度スローガン

http: //namerikawa-yeg.com
E-mail :

「Progress」

令和5年度会員紹介　楽しい仲間との活動を通して、素敵な「滑川」を創りませんか！

富
山
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

　

      　
会
員
交
流
会
事
業
へ
の
参
加

２
０
２
３
ふ
る
さ
と
龍
宮
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　

  
慰
労
会
の
開
催

澤　谷　　　健

㈱ 澤 谷 造 園
（　造　　園　　業　）

下　野　博　人

クリーン・コミッティ
（　ハウスクリーニング　）

三　箇　秀　俊

㈲ 真 成
（　介 護 事 業　）

令
和
５
年
度  

第
４
回
理
事
会
開
催

　
7
月
29
日
㈰
に
、
大
門
総
合
体
育
館
に
て

富
山
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
会
員

交
流
委
員
会
事
業
で
あ
る
「
会
員
交
流
事

業
」
へ
10
名
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。本
事
業

で
は
、
県
内
8
単
会
の
参

加
メ
ン
バ
ー
で
混
合
チ
ー

ム
を
10
チ
ー
ム
作
り
、
運

動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

初
め
て
会
う
他
単
会
の

方
々
と「
運
動
」を
通
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、ク
ロ
ス
ベ
イ
新
湊

に
て
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、
運
動
会
以
上
に
親
交

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
8
月
12
日
㈯
に
、
パ
ノ
ラ
マレ
ス
ト
ラ
ン
光

彩
に
て
2
0
2
3
ふ
る
さ
と
龍
宮
ま
つ
り
の

慰
労
会
を
開
催
し
ま
し
た
。同
会
場
で
は
、

「N
AM
ERIKAW

A M
EAT M

EET Party 
2023 Sum

m
er BBQ

」
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、イ
ベン
ト
に
参
加
す
る
形
で
会
員
同
士
の

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。慰
労
会
の
中
で
は
、

2
0
2
4
ふ
る
さ
と
龍
宮
ま
つ
り
の
開
催
に

向
け
、
様
々
な
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
８
月
１７
日
㈭
に
第
４
回
理
事
会
を
開
催

し
ま
し
た
。2
件
の
交
流
系
の
事
業
に
つ
い

て
、
審
議
を
し
ま
し
た
。先
月
に
引
き
続
き
、

活
発
的
な
議
論
が
行
え
ま
し
た
。理
事
会
終

了
後
に
は
、
射
水
Y
E
G
よ
り
北
陸
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
射
水
大
会
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来

ら
れ
ま
し
た
。

北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所

        

連
合
会
事
例
発
表
会
へ
の
参
加

　
8
月
19
日
㈯
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

議
所
青
年
部
連
合
会
に
よ
る
事
例
発
表
会

が
新
潟
県
長
岡
市
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。ブ

ロ
ッ
ク
内
で
の
単
会
事
業
報
告
を
新
潟
、
長

野
、石
川
、富
山
か
ら
4
単
会
が
発
表
し
ま
し

た
。ど
の
単
会
も
素
晴
ら
し
い
事
業
を
行
な
っ

て
お
り
、勉
強
に
な
る
こ
と
や
為
に
な
る
こ
と

を
聞
く
事
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、
日
本

Y
E
G
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝

者
の
お
話
も
聞
く
事
が
で
き
、
大
変
貴
重
な

時
間
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
仲
間

達
と
意
見
交
換
も
で
き
て
大
変
有
意
義
な
時

間
で
し
た
。ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
「
釘
打
ち

ゲ
ー
ム
」と
題
し
ま
し
て
、
富
山
Y
E
G
の
中

川
会
長
率
い
る
富
山
県
連
単
会
会
長
チ
ー
ム

が
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
！
帰
り
道
、
長

岡
Y
E
G
の
皆
さ
ん
に
お
す
す
め
さ
れ
た
長

岡
生
姜
醤
油
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
き
ま
し
た
。

生
姜
が
効
い
た
あ
っ
さ
り
し
た
醤
油
ラ
ー
メ

ン
。本
当
に
美
味
し

か
っ
た
で
す
。皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
長
岡
ラ
ー

メ
ン
を
食
べ
に
、
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
！！

　
8
月
20
㈰
滑
川
商
工
会
議
所
青
年
部

O
B
会
交
流
会
が
富
山
市
の
楽
今
日
館
に

て
行
わ
れ
、
島
会
長
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
O
B
会
の

皆
様
と
交
流
を
深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

楽
今
日
館
だ
け
に
ら
っ
き
ょ
う
が
出
さ
れ

（
笑
）大
変
美
味
し
か
っ
た
で
す
。食
事
の
後
は

美
肌
の
湯
に
浸
か
り
、
お
肌
ツ
ル
ツ
ル
に
。そ

し
て
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
て
会
長
は
帰
宅
し

ま
し
た
。O
B
会
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

滑
川
商
工
会
議
所
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会

　
　
　
　
　
　
　

交
流
会
へ
の
参
加

鈴　木　克　明

㈱ ＺＡＩＭ ＡＳＵ
（　飲　　　食　　　業　）



お問い合わせは 滑川商工会議所・中小企業相談所 まで
TEL  475ー0321　FAX 476ー9100

商工会議所の共済制度
会 員 共 済･･･業務上・業務外を問わず24時間保障

特特定定退退職職金金共共済済･･･退職金制度が容易に確立できます。

その他、さまざまな制度を取り扱っております。

是非ご相談ください。

お問い合わせは      （引受保険会社）

滑川商工会議所 共済係  アクサ生命保険㈱滑川分室 

 TEL４７５－０３２１       TEL４７５－８６５５ 

事業系ごみは、ルールを守って
処理してください！ 

お問合せは

滑川市役所生活環境課（TEL475-2111）

　会社、商店、事務所、飲食店などから出される事業
系一般ごみは、町内会のごみステーションには出すこ
とができません。
　富山地区広域圏クリーンセンター（TEL462-1187）
に搬入するか、市が許可している業者に依頼して処理
してください。  

第633号 令和５年9月15日 （8）

10年以内7年以内

（令和5年9月15日現在）

（運転資金1年、設備資金2年以内の措置可能）

※ご融資期間、担保の有無などによって異なる利率が適用されます。

運転資金 設備資金

○日本政策金融公庫（国民生活事業）

○小口事業資金
国の教育ローン

経営改善貸付

2.10～3.20％

1.25％

1.95％

一 般 小 口 枠 1.80％ 零 細 小 口 枠 1.75％

日本政策金融公庫中小企業事業

一　般　貸　付

日本政策金融公庫国民生活事業 10月12日（木）
10月２5日（水）午前11時～　　　

2,000万円以内
（1,500万円超の場合、事業計画書を添付する必要があります）

来月の金融個別相談会の日程

融 資 制 度 の ご 案 内

利　　率　　情　　報

4,800万円以内融 資 額

融 資 額

返 済 期 限

　

所
得
税
は
、
納
税
者
が
自
分

で
所
得
を
計
算
し
て
、
そ
の
所

得
に
対
す
る
税
金
を
納
め
る
申

告
納
税
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
毎
日
の
取
引

を
帳
簿
に
記
録
し
、
そ
の
記
録

に
基
づ
い
て
正
し
い
所
得
と
税

額
を
計
算
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

商
工
会
議
所
・
中
小
企
業
相

談
所
で
は
、
市
内
で
事
業
を
営

む
個
人
事
業
者
を
対
象
に
記
帳

継
続
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
経
営
の
改
善
・
発
展
に
熱

意
の
あ
る
方
で
、現
在
、税
理
士

等
の
指
導
を
受
け
て
い
な
い
方

個
人
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

記
帳
継
続
指
導
の
ご
案
内

■

指
導
の
対
象

■

指
導
手
数
料

■

申 

込

商
工
会
議
所
の
窓
口
へ

■

指
導
方
法

■

指
導
期
間

年
４
回
以
上
継
続
し
て
指
導
。

一
年
（
最
高
四
年
ま
で
）

無　
　

料

※両日とも事前に予約が必要です。
　希望される方はお問い合わせ下さい。

午後 1 時～　　　
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「はい」
シルバーです。

お気軽にお電話ください。

公益社団法人 滑川市シルバー人材センター
滑川市上小泉1842－1　TEL （076）475－7585

豊かな経験と能力を活かします

「親切」「丁寧」をモットーに
　お仕事をお引受けしています。

　

鉱 工 業 生 産 指 数

鉱 工 業 在 庫 指 数

大型小売店販売額

新設住宅着工戸数

消費者物価指数

乗 用 車 新 規 登 録

有効求人倍率

（
令
和
5
年
8
月
31
日
　
富
山
県
商
工
労
働
部
発
表
）

95.2

114.9

11,375百万円

584戸

106.8

3,196台

1.43倍

7.8％

0.5％

（全店ベース）

35.5％

0.7％

▲3.5％

▲0.02ポイント

▲2.8％

3.6％

6.7％

28.9％

4.1％

9.7％

▲0.14ポイント

（6月速報)

（6月)

(6月)

(6月)

（7月・富山市)

（7月)

（7月・季節調整値)

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、医
薬
・

バ
イ
オ
な
ど
の
健
康
関
連
産
業
、

環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
、

先
端
も
の
づ
く
り
産
業
の
育
成

に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
本
県
経
済
を
み
る
と
、個
人

消
費
は
、持
ち
直
し
て
い
る
。住

宅
建
設
は
、お
お
む
ね
横
ば
い
と

な
っ
て
い
る
。設
備
投
資
は
、増
加

し
て
い
る
。公
共
投
資
は
、こ
の

と
こ
ろ
増
加
し
て
い
る
。生
産

は
、持
ち
直
し
の
兆
し
が
み
ら
れ 

る
雇
用
情
勢
は
、改
善
の
動
き
に

や
や
弱
さ
が
み
ら
れ
る
。企
業
倒

産
の
件
数
は
、一
桁
台
と
な
っ
て
い

る
。消
費
者
物
価
は
、上
昇
し
て

い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
最
近
の
本
県

の
景
気
は
、持
ち
直
し
て
い
る
。

先
行
き
に
つ
い
て
は
、各
種
政

策
の
効
果
も
あ
っ
て
、景
気
が
引

き
続
き
持
ち
直
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。た
だ
し
、物
価

上
昇
、金
融
資
本
市
場
の
変
動

等
の
影
響
や
、世
界
的
な
金
融

引
締
め
に
伴
う
影
響
な
ど
、海

外
景
気
の
下
振
れ
が
景
気
を
下

押
し
す
る
リ
ス
ク
に
十
分
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
県
と
し
て
は
、引
き
続
き
、社

会
資
本
整
備
の
推
進
、中
小
企

業
の
金
融
対
策
や
、デ
ジ
タ
ル

化
、高
付
加
価
値
化
に
対
す
る

支
援
、産
業
振
興
と
一
体
と
な
っ

た
雇
用
創
造
、人
手
不
足
の
分

野
に
お
け
る
雇
用
型
訓
練
等
を

内
容
と
す
る
経
済
・
雇
用
対
策

指 数 等 前月（期）比 前年同月比

最
近
の
県
内
経
済
情
勢

有効求人倍率は、１．１３倍・・・前月比＋０．０８ ポイント、前年同月比▲０．１１ ポイント
新規求人数は５１０人、前年同月（４６２人）比１０．４％
有効求人数は１，４２６人、前年同月（１，４４９人）比▲１．６％
新規求職者数は２５７人、前年同月（２４０人）比＋７．１％
有効求職者数は１，２６２人、前年同月（１，１６７人）比＋８．１ ％

○

○

○

○

○

令和5年7月 ハローワーク滑川滑川市内金融機関
預金貸出状況

（滑川市金融会）（▲は減、単位：百万円）

202,071 723 3,135

55,429 ▲200 2,548

8 月 末
現 在

前年同月
比 較前月比較

8 月 末
現 在

前年同月
比 較前月比較

預 金

貸 出

図表でみる 労働市場 （一部抜粋）

富山県主要経済指標

第633号令和５年9月15日

年 月

有効求人倍率（倍） 正社員の有効求人倍率（倍） 就　職　率（％）

滑川所 富山県 全　国 滑川所 富山県 全　国 滑川所 富山県 全　国

27.8
５年5月 1.04 1.50 1.31 1.07 1.30 0.96 41.2 35.2 26.4
４年7月 1.24 1.58 1.29 1.27 1.40 0.98 37.9 40.8

５年6月 1.05 1.45 1.30
５年7月 1.13 1.43 1.29 1.15 1.36

1.06 1.32 0.99 46.6 38.9 29.1
1.01 40.9 35.7 27.1

＝AM12

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 R5年1月 2月 ３月 4月 ５月 ６月 ７月

有効求職者数〔人〕 1,167 1,146 1,152 1,173 1,177 1,168 1,205 1,338 1,383 1,396 1,400 1,352 1,262

有効求人数〔人〕 1,449 1,458 1,378 1,493 1,515 1,475 1,435 1,613 1,557 1,480 1,457 1,419 1,426

有効求人倍率〔倍〕 1.24 1.27 1.20 1.27 1.29 1.26 1.19 1.21 1.13 1.06 1.04 1.05 1.13
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（参考１）商工会議所ＬＯＢＯ調査とは

（参考２）ＤＩ値とは

　８月の全産業合計の業況 DI は、▲8.9（前月
比＋0.9 ポイント）小売業は、インバウンド
需要の回復等で売上が好調な百貨店が牽引し、
改善した。サービス業は、夏休み需要で飲食・
宿泊・観光業を中心に改善も、物価高や天候
不順の影響で力強さを欠いた。建設業は、資
材価格の高騰よるコスト増が重荷となり、ほ
ぼ横ばいとなった。また、製造業は、エネル
ギー価格の高騰によるコスト増で悪化し、卸
売業も、国内需要回復の鈍さから引き合いが
減少し、悪化した。物価高で内需に力強さを

欠く中、原材料・エネルギー価格のさらなる
高騰でコスト増が続いている。また、深刻な
人手不足に加え、労務費等の上昇分までの十
分な価格転嫁も行えておらず、中小企業の業
況は横ばいに留まっている。
　先行き見通し DI は、▲14.0（今月比▲5.1
ポイント）

本調査結果の詳細は、日商ホームページ
  （https://cci-lobo.jcci.or.jp/）でご覧いただけます。

－業況DIは、個人消費の回復鈍く、ほぼ横ばい　　先行きは、人手不足の中、一層のコスト増への懸念高まる－

　"LOBO（ロボ）"とは「CCI（Chamber of Commerce and Industry）－Quick Survey System of Local Business 
Outlook」（商工会議所早期景気観測）からとった略称。商工会議所のネットワークを活用して、各地域の「肌で感じる
足元の景況感」を全国ベースで毎月調査し、その集計結果をリアルタイムで調査実施会議所へ提供することにより、商
工会議所としての経済政策等に関する意見活動などに資することを目的とする。平成元年４月から実施しており、調
査項目は、当月の業況・売上・採算・仕入単価・販売単価・従業員（過不足感）・資金繰りの状況および自社が直面する問
題。現在、329商工会議所の協力により、建設・製造・卸売・小売・サービスの5業種からなる2,491企業を対象に調査
を実施している。

　DI（ディーアイ。Diffusion Index：景気動向指数）値は、業況・売上・採算などの各項目についての、ヒアリング対象
の判断の状況を表す数値。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答（「増加」や「好転」など）の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答（「減少」や「悪化」など）が多いことを示す。したが
って、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景況感の相対的な広がりを意味する。
※DI＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）
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《２０２３年８月調査》
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